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 ↱ 倭寇王＝王直の船 

南蛮人(ポルトガル・スペイン)→カトリック(旧教)……貿易と布教はワンセット 

紅毛人(オランダ・イギリス)→プロテスタント(新教)…布教ＮＯで貿易の単品ＯＫ 

ガスパル＝ヴィレラ 堺の状況を『耶蘇会士日本通信』で本国に報告 

ルイス＝フロイス  『日本史』（イエズス会の活動歴史書）を著す 

オルガンティノ   京都に南蛮寺（キリスト教の教会堂）を建立 

          安土にセミナリオ（神学校）を設立 

ヴァリニャーニ   天正遣欧使節を勧める(1582) 

          活字印刷機の輸入に尽力(1590) 

    セミナリオ（神学校）・コレジオ（宣教師養成施設）の設立を指令 

    セミナリオ→ノビシャド(修練所)→コレジオの 3 段階制 

1543 年 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人を乗せた中国船が種子島（大隅国）漂着 

    →種子島時尭〔島主〕が鉄砲を 2挺購入（鉄砲伝来） 

1549 年 ﾌﾗﾝｼｽｺ・ｻﾞﾋﾞｴﾙが鹿児島（島津貴久の城下町）に到着 

     ★ザビエル（スペイン人）はイエズス会（耶蘇会）の宣教師 

      →大内義隆（肥前・周防）・大友義鎮（豊後）の保護を得て布教 

南  蛮  貿  易 キ リ ス ト 教 の 伝 来 

①鉄砲の国内生産(国産化) 

  堺（和泉）・根来・雑賀（紀伊）・国友（近江） 

②戦術の変化 

  騎馬戦 → 足軽鉄砲隊による集団戦法 

③築城法の変化 ex. 長篠の戦い(1575) 

  山城（山）→ 平山城（丘）→ 平城（平野） 

［鉄砲伝来による変化］ 

1584 年 ｲｽﾊﾟﾆｱ(ｽﾍﾟｲﾝ)人が平戸（肥前国）に来航 

［南蛮貿易（ポルトガル人・イスパニア人との貿易→ポルトガル有利）］ 

①主要貿易港（各大名の城下町） 

  鹿児島・平戸・長崎・府内 

 

②輸出入品（日本と中国・南方との中継貿易の形態をとる） 

  輸出品＝銀・硫黄・刀剣 

  輸入品＝中国産生糸・鉄砲・火薬（原料は硝石） 

  ★鉄砲は国産化されたが，硝石の国内採取は不可能なため輸入に依存 

1582 年 天正遣欧使節（ヴァリニャーニの勧めで 3 大名が派遣） 

     正使＝伊東マンショ・千々石ミゲル 

     副使＝中浦ジュリアン・原マルチノ 

      ★ローマ教皇グレゴリウス 13 世に会い，1590 年に帰国 

大友義鎮(宗麟)（洗礼名＝フランシスコ） 

大村純忠（洗礼名＝バルトロメオ）→長崎をイエズス会に寄進(1580) 

有馬晴信（洗礼名＝ジョン＝プロタジオ） 

   ★その他の大名＝黒田孝高(如水)・小西行長・細川忠興・高山右近 

［キリシタン大名（キリスト教に入信し洗礼を受けた大名）］ 

［ザビエル後の宣教師］ 

ポルトガル＝ゴア（インド）・マカオ（中国） 

イスパニア(スペイン)＝マニラ（フィリピン） 

［Ａ］ry 
安土・桃山時代①［ヨーロッパ人の来航］ 

［大航海時代（15～17 世紀前半）］ 

コロンブス（イタリア人）………………西インド諸島（アメリカ大陸）を発見 

ヴァスコ・ダ・ガマ（ポルトガル人）…喜望峰廻りのインド航路を発見 

マゼラン（ポルトガル人）………………太平洋を航行し世界周航 

（のち，以下の都市を東方貿易の貿易拠点とする） 

南蛮貿易はキリスト教の布教と一体化して行われた 

日明貿易 

南蛮貿易 

輸出品 

銅・硫黄・刀剣 

銀・硫黄・刀剣 

輸入品 

生糸・明銭 

中国産生糸・鉄砲・火薬 

★博多商人の神谷(屋)寿禎（神屋宗湛の曾祖父）が朝鮮から伝えた「灰吹法」 

 という金・銀の精錬技術により，石見国の大森銀山・但馬国の生野銀山や， 

 甲斐国・伊豆国の金山など，戦国時代から特に銀の採掘量が飛躍的に高まる 

2 人は信長と親交あり 

当時のスペイン国王はフェリペ 2世 
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in『鉄炮記』（文之玄昌） 
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敦賀（越前）＝古代に松原客院が置かれていた(Ｐ15 へ) 

大湊（伊勢）＝伊勢神宮の外港として栄える 

桑名（伊勢）＝伊勢湾に位置する水陸交通の要地 

 淀 （京都）＝西国から送られる京都の外港として栄える 

兵庫（摂津）＝日宋貿易の拠点となった大輪田泊が改称 

 ex. 兵庫北関入船納帳（1445 年の一年間に 2700 隻以上が入港） 

坊津（摩）＝対明・対琉球貿易の拠点として栄える 

草戸千軒町（備後）＝江戸時代に芦田川の洪水で水没する 

吉崎(道場)（越前）→加賀の一向一揆に影響与える 

山科本願寺（山城）→法華一揆に焼き打ちされる 

石山本願寺（摂津）・富田林（河内）・今井（大和） 

延 暦 寺＝坂本（近江）→天文法華の乱(1536)で近江の 

善 光 寺＝長野（信濃） 六角氏と法華一揆を焼き打ち 

伊勢神宮＝宇治・山田（伊勢） 

自由(自治)都市 

商人たちの自治に 

よって運営された町 

寺内町 

浄土真宗・日宗の 

寺院や道場に発達 

門前町 

浄土真宗以外の一般 

寺社の門前に発達 

港 町 

陸海交通の要地・ 

貿易や商業地に発達 

 堺 （和泉）＝会合衆（36 人の豪商） 

博多（筑前）＝年行司（12 人の豪商） 

京都（山城）＝町 衆（富裕な商工業者→月行事を中心に運営） 

 応仁の乱後に園祭を再興（日宗信者が多く，法華一揆の主体） 

 ★その他の自由都市＝大湊（伊勢）・桑名（伊勢）・平野（摂津） 

▲ 

▲ 

▲ 
▲ 

▲ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

坊津 

山口 

府内 

鹿児島 

吉崎 

一乗谷 
敦賀 

府中(今川) 

府中(武田) 

堺 

長野 

桑名 
大湊 

博多 

今
井 

富
田
林 

草戸千軒町 

石山本願寺 

山科本願寺 
春日山 

宇治・山田 

坂本 

○…城下町  ■…港 町 

▲…寺内町  ●…門前町 

よど 

くわ な 

おお 

ぼうの つ 

くさ と せん ちょう 

え 

やま しな 

ぜん こう じ 

じ ない 

もん ぜん まち 

ごう 

ねん ぎょう 

まち 

ちょう しゅう 

ぎおんまつり 

くわな おおみなと 

とん だ ばやし 

じ う 

がちぎょうじ 

じ 

みなと 

げん 

ひょうごきたせきいりふねのうちょう 

しゅう 
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